


















3)要約 我々は 3 年間の本班の研究によって、アトピー性皮膚炎の診断基準有病率、食物

アレルギーの関与度、治療の実態を検討し、過去の疫学調査にバイアスを加えていた要因

を明らかにし、保健指導に混乱を招いていた一部の治療上の問題点を解決し得た。本年度

はその成果を踏まえ、さらに過去の文献的考察を加えて、現代の平均的学問成果の理解の

上に立った、有効にして、統一性のあるアトピー性皮膚炎生活指導ハンドブックを作成し

た。


